（定例・個人）　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　小川）

	山（山域・ルート）

浅草岳・守門岳


【日時】　2005年10月8日（土）～10月10日（月）（1泊2日）　

【メンバー】P/L浜野､竹ノ内､蓑島､建川､小川（計　５名）
【行動記録】

10/8　旧桜木公民館跡集合(17：00)→浅草岳　田子倉登山口到着・テント泊(21：50)

10/9　登山口(7：15)→大久保沢の水場(8：00)→剣が峰(9：25)→浅草岳山頂(10：52～11：30)→剣が峰(12：55)→大久保沢の水場(13：57)→登山口(14：34)　（上り　3時間40分　下り　3時間）

下山後、守門岳　保久礼（ほきゅうれ）登山口へ移動・テント泊
10/10 駐車場(6：50)→キビタキ清水（水場）(7：35)→大岳(9：00)→守門岳山頂(10：30～11：10)→大岳(12：27)→駐車場(14：00)

（上り　3時間40分　下り　2時間50分）

【装備・食料等】

（共同）テント（５人用、３人用）、テントシート、バーナー、コッフェル、うどん用食材（５人前）

（個人）雨具、スパッツ、食料（お結び２個×２日）、行動食（黒砂糖）、水（３Ｌ）、ヘッドライト、食器、シュラフ、シュラフカバー、エアーマット

【感想】

１０月９日は天気が心配されましたが、雲行きもさほど怪しくなく一日もつことを願いながら出発しました。初めは小さな沢を幾つか渡り、やがて沢が終ると木の根と石がゴロゴロしていてやや歩き難くなる。剣が峰を過ぎると所々にやや道幅の狭い岩場地帯があり慎重に歩く（ガイドブックには剣が峰を過ぎると痩せ尾根ありと書いてあり、少々緊張していましたが想像していた程ではなく少々拍子抜けの感あり）。

鎖場や地面が湿っていて、登っている時は足元に注意を払っており風景を殆ど見ていませんでしたが、山頂に着くとそこからの眺めはまさに紅葉真っ盛りと言ったところで、一同「わ～、綺麗」と連呼する。紅葉を目やカメラに焼き付け、腹ごしらえが終わったところで下山開始。

下山時には剣が峰から、登山時には雲に隠れて見ることの出来なかった鬼ヶ面山の険しい山容や一部の谷間に雪渓が見えました。

登山口に到着後、国民宿舎浅草山荘で湯につかり、守門岳　保久礼登山口へ移動。保久礼小屋までは車が入れず、少し手前の駐車場に車を止めてテント泊。晩ご飯は野菜たっぷりの、餅入りみそ煮込みうどんを堪能。

１０月１０日は雲行きが怪しい。守門岳は登山口を出るとすぐ、登山道が階段状に整備されておりましたが、勾配がきつい上に、雨水もたまっていて土質が粘土質で、滑らないように慎重に歩く。いずれ整備されていない道になりましたが粘土の上を歩いている様な状況は変わらず、歩くのに大変苦労し、スパッツは泥まみれになってしまいました。
大岳を過ぎると一度大きく下り、再び登る。天気が悪く展望が望めなかったのが残念でした。守門岳山頂に着く頃にはポツポツと雨が降ってきて、頂上では方位盤で山頂から眺められるであろう山に思いをはせて、下山。
